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研究成果の概要（和文）：本研究を通して、次の考察を行った。１、スペイン語医療通訳経験者と意見交換の機会を設
け、この分野に不足している教材、医療通訳者をとりまく現状について議論した。参加者の協力により、スペイン語中
級レベルの講座を対象とした新しいタイプの医療通訳教材開発に着手した。とくに異なる医療文化理解とその知識の身
に着け方に注目して試作版を作成し、現在いくつかの講座で試用されている。医療通訳の現状については、すでにいく
つかの学術雑誌で発表した。２、日本と同時期に爆発的に外国籍移民が増加したスペインの異文化メディエーション事
業について聞き取り調査を実施し、日本の医療通訳と比較考察したものを学術書の一部として発表した。

研究成果の概要（英文）：A trainees selection system, didactic materials and practical courses were 
designed, implemented and evaluated towards setting up an effective training program for medical 
interpreters. For that purpose, interviews and meetings with practicing interpreters (Aichi Medical 
Interpretation System and MIC Kanagawa) were conducted in order to establish educational priorities and 
to gain information about doctor-patient communication. Didactic materials were then designed that 
focused not only to the teaching of terminology and grammar but also offered resources to future 
interpreters to became autonomous professionals. In role-plays, special attention was paid to ethical and 
multicultural issues that accompany their work. Particularly, intercultural mediator profile was analyzed 
(research published), and their techniques incorporated to course content. The new course, tested in 
Aichi, was highly valued but more efforts should be made to improve interpreter formation and work 
conditions.

研究分野：スペイン語圏社会言語学
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１．研究開始当初の背景 
 日常生活の場面で日本語運用能力が十分
でない外国籍住民が一部の自治体で急増し
た。とくに住民の生命にかかわる医療の分野
では、住民の母語による対応が求められてい
る。国家レベルで医療通訳制度は存在しない
が、外国人集住地域では独自に医療通訳者の
養成と認定を進めている。神奈川県、京都市
につづき、2012 年愛知県でも医療通訳派遣
サービス（あいち医療通訳システム）の本格
的な運用が始まっている。 
 また、この問題を学術的にとらえ支援し
ていこうという動きも強まっている。医療
通訳研究会が 2002年に発足し、2009年に
は「医療通訳士に対する適正な報酬と身分
を保障するための制度の整備と、医療通訳
士の技術向上のための活動を行うことを目
的」とした医療通訳士協議会が設立された。
これらの研究会・学会では、研究者だけで
なく、国際交流協会、医療・司法分野にお
ける実務者、教育研究者などがつどい、実
践を伴った理論展開がすすんでいる。大学
においても、愛知県立大学が大学としては
初めて外国人医療支援における人材育成の
ための講座を立ち上げ、社会人を対象とし
て医療分野ポルトガル語・スペイン語講座
を 2007 年度から開講している。同大学の
実践および成果の一部が、先にあげた「あ
いち医療通訳システム」の運用開始にいか
されており、大学という教育研究機関が地
域のニーズを先取りした好例となったとい
える。「あいち医療通訳システム」は愛知県
内のいつかの大学の協力のもと運営されて
おり、教育研究機関と自治体との連携とい
う意味でも画期的な運用体制をとっている。
また、東京外国語大学は「多言語・多文化
社会専門人材養成講座」の開講、2011年 3
月の東日本大震災直後「多言語災害情報支
援サイト」を立ち上げ、日本語を含めた 22
言語で情報提供を行うなど、情報弱者に対
する情報保障支援に貢献している。 
 
２．研究の目的 
 現在一部の自治体で運営されている医療
通訳派遣業務は通訳者養成のための研修、
選考（能力試験等）も行っており、教材も
各自治体で作成されている。経済産業省の
「医療の国際化」推進とも関わり、今後医
療通訳認定制度が国レベルで確立した場合、
その人材育成が大学に移行していくこと、
または大学院において多言語社会で活躍す
る高度専門職業人養成を実施するケースも
増加することが予想される。以上のように、
医療通訳の需要が実質的にも制度的にも増
加する可能性があるなかで、本研究は、医療
分野スペイン語について、スペイン語学、医
療分野スペイン語の実践、スペイン語教育の
3 つの側面から考察をすすめ、医療分野スペ

イン語を総合的にとらえ、その習得と使用の
実態を把握する。また、専門分野外国語の教
授法に関する考察とより高度なレベルを対象
とした医療分野スペイン語学習のための教材
の開発をすすめる。さらに、日本と同じ時期
に移民人口が急増し、医療通訳で類似した問
題を抱えるスペインの事例と比較する。 
 
３．研究の方法 
 あいち医療通訳システム登録通訳者との
意見交流会、スペイン語医療通訳を養成／派
遣している医療通訳事業団体への調査を実
施し、スペイン語医療通訳者の養成、派遣の
実態と課題を把握する。医療通訳者に対する
アンケート、聞き取りから、医療通訳に必要
な教材について把握する。 
 スペインにて、異文化メディエーション事
業を実施する団体、異文化メディエーター個
人に対するインタビュー調査を実施し、外国
籍移民に対する支援の実態と課題を把握す
る。 
 
４．研究成果 
(1)日本では珍しい県主導によって2011年試
行的運用が開始（2012 年本格運用開始）した
あいち医療通訳システムは、検討協議会設立
から本格的運用までが短期間に進み、運用開
始後年々その実績を伸ばしており、派遣先で
ある協定医療機関数、通訳登録者数、派遣数
が増加している。また医療機関からの評価も
高い。これは、自治体、地域の大学、民間事
業者という三者からなる組織で、それぞれが
得意とする分野の役割分担を明確にし運用
しているからと考えられる。しかし一方で役
割分担が明確であることが、それぞれに関連
している分野での連携不足をうみだしてい
るともいえる。とくにそれが顕著にあらわれ
ているのが、通訳者へのサポートという側面
である。医療通訳者との意見交換会では、つ
ぎのような意見が出された。 
①初回派遣にも関わらず重篤なケースが割
り当てられる 
②派遣の際に提供される情報が少ない 
③システムの実績や現状についての情報が
提供されない 
④現場研修後ほかの登録通訳者たちと会う
機会がなく、通訳者どうしのネットワークが
ない 
（糸魚川 2015b,220-221） 
 派遣後に生じた問題や通訳者が抱える疑
問を把握し、どこが中心になってその問題を
検討するのかということが明確になってい
ないという課題が残されている。NPO が主体
となって医療通訳者の養成、派遣の役割の担
っている地域では、医療通訳コーディネータ
ーが重要な役割を果たす。MIC かながわでは
１０名以上のコーディネーターが交替で勤
務しており、通訳者のサポートが重要視され
ているといえる。現状では、職業としてでは
なくボランティアとして通訳者に支えられ



ているシステムである以上、通訳者へのサポ
ートは不可欠である。このような状況に対し、
医療通訳コーディネーターのための講座も
登場している。 
 (2)日本各地において医療通訳派遣事業、通
訳者養成講座が増加しつつある。これらの受
講対象者はすでにある言語の上級レベル（欧
州参照枠での B2 レベル）の運用能力を有す
る者を対象としており、言語学習は講座シラ
バスに組み込まれていない場合が多い。組み
込まれていてもロールプレイ（実技）として
であり、語彙の習得方法、学習媒体、周辺知
識の身に着け方は個人の学習に任されてい
る。また、この間、厚生労働省の補助金によ
り多文化共生センターきょうとが作成した
『医療通訳』(2014)と沢田貴志監修『医療通
訳学習テキスト』（創英社、2015）が出版さ
れ、高い評価を受けている。これらに共通す
るのは、各言語に共通する通訳倫理および基
本的な医学知識が学習内容の中心となって
いる。本研究ではこれまでにない試みとして、
中級（欧州共通参照枠 B1 レベル）以上のス
ペイン語学習者を対象とした講座において
使用できるような医療通訳教材開発をすす
める。とくに、国や地域により異なる医療文
化にも注目し、医療文化に関する知識をどう
理解し、どう知識として身につけるかについ
ても学ぶ事ができる教材をめざしている。そ
のため、知識や語彙を増やすための読解、異
なる医療文化の理解に向けた討論なども学
習項目としてもうけている。各課について、
疾患ごとにテーマ設定を行い、導入、読解、
語彙習得、ロールプレイのためのダイアロー
グ、応用文法、文化理解の 7項目で構成して
いる。医療通訳者の協力を得るなど、内容を
できるだけ実情に近づけるよう工夫した。ま
た、あいち医療通訳システムの派遣方法をモ
デルとし、ロールプレイの場面を設定してい
る。本システムが再診や入院患者を対象とし
た通訳派遣であることから、重い疾患や複雑
な治療もテーマとして扱っている。現在、試
作版が複数の講座で使用されている。 
(3)日本とほぼ同時期に外国からの移民が急
増したスペインでは、2015 年現在総人口の約
10 パーセントが外国籍住民である。2011 年
まで増え続け、一時は 12％近くまで増加した。
地域によっては人口の 4分の 1が外国籍住民
というところもある。非スペイン語圏出身者
も多く、国家公用語であるスペイン語や地域
公用語の運用能力が十分でない住民が増加
した。公共サービス機関でコミュニケーショ
ン不全が起きているという調査結果から、
1990 年代外国籍住民支援として異文化メデ
ィエーションという概念が登場する。移民と
公的機関の担当者、地元住民の間の通訳／問
題解決のサポートなどを通して双方向の理
解の促進すること、また社会的弱者のエンパ
ワーメントをサポートすることで地域社会
の発展へとつなげていく専門家としての第
三者の介入を指す(糸魚川 2015a, 90)。2000

年代前半までにこれを実践する団体（民間非
営利団体）と専門的職業としての異文化メデ
ィエーターが増加した。2008 年の世界的な経
済不況により雇用が激減し、職業としての維
持が困難となっている。しかし、この不況に
より、移民の問題とされていたことが地元住
民の問題ともなり、異文化メディエーション
はコミュニティメディエーションへとその
あり方が変化しつつある状況も確認した。異
文化メディエーションでは、地域社会に変化
を求めることが重要であり、個々のケースに
対応するだけでなく、地元住民、弁護士や医
療関係者、教員に対する異文化理解の働きか
けをすることで、トラブルの予防になると考
えられている。この点は医療通訳やコミュニ
ティ通訳、日本における多文化ソーシャルワ
ーカーと異なる点である。 
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